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回
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ざ
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な
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闘
争
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強
化
を
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子
ど
も
に
は

病
気
を
せ
ず
に

す
く
す
く
健
や

か
に
育
っ
て
ほ

し
い
、
誰
し
も

そ
う
願
い
ま
す
。

あ
ら
か
じ
め
予
防
で
き
る
病

気
な
ら
予
防
接
種
も
積
極
的

に
受
け
る
で
し
ょ
う
。
ま
た
、

世
界
的
に
も

ワ
ク
チ
ン
で

防
げ
る
病
気
は
予
防
す
る

と
い
う
の
が
常
識
に
な
っ
て

い
ま
す
。

し
か
し
、
ワ
ク
チ
ン
後
進

国
と
い
わ
れ
て
い
る
日
本
で

は
毎
年
多
く
の
子
ど
も
た
ち

が
、
ワ
ク
チ
ン
予
防
で
き
る

は
ず
の
病
気
に
感
染
し
て
、

死
亡
し
た
り
重
い
後
遺
症
を

負
っ
た
り
し
て
い
る
現
状
が

あ
り
ま
す
。

海
外
で
は
す
で
に
定
期
接

種
と
な
っ
て
い
る
「
ヒ
ブ
ワ

ク
チ
ン
」
と
「
肺
炎
球
菌
ワ

ク
チ
ン
」（
細
菌
性
髄
膜
炎

を
予
防
）
を
日
本
で
接
種
す

る
と

万
円
の
費
用
が

か
か
り
ま
す
。
費
用
が
高
す

ぎ
て
接
種
を
見
送
る
と
い
う

声
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
ん
な
状
況
の
も
と
、「
親

の
経
済
状
況
が
子
ど
も
の
健

康
や
安
全
に
格
差
を
も
た
ら

し
て
い
る
状
況
は
許
せ
な

い
！
」「
よ
り
安
全
な
ワ
ク

チ
ン
の
利
用
を
！
」
と
、
保

護
者
、
労
働
組
合
な
ど
の
署

名
活
動
や
デ
モ
行
進
な
ど
が

各
地
で
取
り
組
ま
れ
て
い
ま

す
。運

動
が
実
を
結
び
、
助
成

を
始
め
る
地
方
自
治
体
も
出

て
き
ま
し
た
が
、
抜
本
的
な

改
正
に
は
国
の
姿
勢
転
換
が

不
可
欠
で
す
。

（
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年
始
手
当
廃
止
の
反
対

長

時
間
過
密
労
働
解
消
、
非
正
規

職
員
の
待
遇
改
善
な
ど
秋
季
年

末
要
求
の
実
現
め
ざ
し
、

・

学
習
決
起
集
会
、
全
職
員
署

名
、

次
の
決
起
集
会
な
ど
職

場
か
ら
の
怒
り
を
背
景
に
当
局

府
労
組
連
は
、
今
季
秋
季
年

末
闘
争
で
、

月

日
提
案

の
給
与
制
度
改
悪
、
給
与

一

時
金
カ
ッ
ト
延
長
の
撤
回

府
人
勧
に
も
と
づ
く
一
時
金

・

月
削
減
、
義
務
教
育
等

教
員
特
別
手
当
の
縮
減
、
年
末

・

月
削
減
し
特
例
条
例
に

も
と
づ
き

月

日
に
支
給
し

た
い

「
給
与
制
度
改
革
及

び
給
料
の
特
例
減
額
の
実
施
」

は
引
き
続
き
協
議
し
た
い
」
と

の
、
こ
れ
ま
で
の
人
事
室
長
回

答
と
全
く
変
ら
な
い
最
終
回
答

を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
府
労
組
連
は
、

一
時
金
は
、
カ
ッ
ト
後
の
金

額
で
比
較
す
れ
ば
民
間
よ
り
高

く
な
く
、

・

月
削
減
の
必

要
は
な
い

府
財
政
は
昨
年

億
円
の
黒
字
、
今
年
度

も

億
円
の
黒
字
が
見
込

ま
れ
て
お
り
、
ま
ず
は
職
員
に

返
す
の
が
当
然
の
こ
と

財

政
再
建
策
の
失
敗
の
責
任
を
明

確
に
し
、
給
与
決
定
原
則
に
も

と
づ
き
使
用
者
責
任
を
果
た
せ

と
強
く
求
め
ま
し
た
。

総
務
部
長
は
最
後
ま
で
、
今

季

月
の
一
時
金
の

・

月

削
減
・

％
カ
ッ
ト
に
固
執
す

る
姿
勢
を
崩
さ
な
か
っ
た
た
め
、

府
労
組
連
は
「
回
答
は
受
け
止

め
ら
れ
な
い
」
こ
と
を
表
明
し
、

引
き
続
く
協
議
を
求
め
ま
し
た
。

府府職職労労定定期期大大会会府職労定期大会

「
財
政
構
造
改
革
プ
ラ

ン
」
で
は
、

倍
以
上
の
応

募
倍
率
と
な
る
府
営
住
宅
に

つ
い
て
、

万

千
戸
の
管

理
戸
数
を
将
来
的
に
半
減
す

る
案
が
打
ち
出
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
は
「
財
政
再
建
」
を
理

由
に
新
規
供
給
が

年
間
に

わ
た
っ
て
凍
結
さ
れ
て
い
ま

す
。
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
後
に

財
政
難
に
見
舞
わ
れ
た

年
代
の
黒
田
革
新
府
政

で
は
、

年
間
に

万

千

戸
以
上
を
建
設
し
府
民
の
ニ

ー
ズ
に
応
え
ま
し
た
。

「
財
政
構
造
改
革
プ
ラ

ン
」
の
大
き
な
問
題
は
、
公

債
費
が
急
増
す
る
原
因
と

な
っ
た
「
平
成
一
桁
代
」
に

集
中
的
に
整
備
し
た
関
空
関

連
事
業
や
主
要
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
、「
府
の
英
知
」
で
あ

る
「
総
合
計
画
」（

年
）
や
「
新
総
合
計
画
」

（

年
）
に
示
さ
れ

た
も
の
と
し
て
聖
域
化
し
て

い
る
こ
と
で
す
（
本
年

月

日
開
催
部
長
会
議
）。「
総

合
計
画
」
で
は
、

年
代
を

「
混
迷
期
」
と
位
置
付
け
、

府
民
要
求
の
実
現
に
ま
い
進

し
た
革
新
府
政
を
否
定
的
に

評
価
し
て
い
ま
す
。

「
新
総
合
計
画
」
で
は
、

全
総
（

年

月

閣
議
決
定
）
に
示
さ
れ
た

「
多
極
分
散
型
国
土
形
成
」

を
先
導
す
る
都
市
・
大
阪
と

し
て
東
京
一
極
集
中
の
是
正

を
う
た
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
近
畿
圏
域
の
計
画
「
す

ば
る
プ
ラ
ン
」（

年

月
）
に
あ
る
「
多
極
分

散
型
国
土
形
成
を
先
導
す
る

双
眼
型
国
土
構
造
」
の
大
阪

府
版
と
い
う
べ
き
も
の
で
、

い
ず
れ
も
バ
ブ
ル
経
済
期
に

過
大
な
需
要
予
測
に
基
づ
き

計
画
さ
れ
た
も
の
で
す
。
た

と
え
ば
、「
臨
空
都
市
圏
構

想
」
を
、「
大
阪
湾
環
状
都

市
構
想
」
と
し
、
り
ん
く
う

タ
ウ
ン
は
、
空
港
機
能
の
支

援
・
補
完
基
地
か
ら
「
交
流

と
ハ
イ
・
ア
メ
ニ
テ
ィ
」
に

あ
ふ
れ
る
臨
空
都
市
の
形
成

と
さ
れ
、
事
業
費
は
当
初
の

倍
以
上
の

億
円

に
膨
ら
み
ま
し
た
。

「
平
成
一
桁
代
」
は
、
関

西
国
際
空
港
の

期
事
業
に

つ
い
て
航
空
審
議
会
で
議
論

さ
れ
た
時
期
で
す
。
審
議
に

悪
影
響
を
与
え
な
い
よ
う
、

関
空
関
連
事
業
や
主
要
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
見
直
す
こ
と
も

な
く
、
無
理
に
事
業
を
す
す

め
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
い

ま
、
府
当
局
に
求
め
ら
れ
る

の
は
、「
府
の
英
知
」
で
「
総

合
計
画
」
や
「
新
総
合
計
画
」

に
示
さ
れ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
検
証
し
、
教
訓
を
学
ぶ
こ

と
で
す
。
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構構 造造 改改 革革 で
職場は今

聖
域
を
設
け
ず
に
府
債
急
増
の
検
証
を

とき 月 日（木）

場所 社会福祉会館

月

日
の
団
体
交
渉
に
お
い
て
、
総
務
部
長
は

「
今
季
年
末
一
時
金
は

・

月
削
減
し
、
特
例
条
例

（

％
カ
ッ
ト
）に
も
と
づ
き

月

日
に
支
給
す
る
」

と
の
最
終
回
答
を
行
い
ま
し
た
。
府
労
組
連
は
、「
回

答
は
受
け
止
め
ら
れ
な
い
」
こ
と
を
表
明
し
、
引
き
続

く
協
議
を
求
め
ま
し
た
。
知
事
あ
て
の
抗
議
要
請

フ
ァ
ッ
ク
ス
の
集
中
な
ど
、
強
行
を
許
さ
な
い
取
り
組

み
を
進
め
る
と
と
も
に
、
継
続
協
議
を
表
明
し
た
「
給

与
制
度
改
悪
、
給
与
・
一
時
金
の
カ
ッ
ト
延
長
」
の
撤

回
を
め
ざ
し
、
全
力
を
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

府
労
組
連
は
、
今
季
闘
争
に

つ
い
て
は
終
結
せ
ず
、
直
ち
に

た
た
か
い
を
強
化
し
、
今
季
年

末
一
時
金
の
二
重
の
削
減
の
撤

回
を
求
め
て

知
事
に
対
す
る

抗
議
・
要
請
フ
ァ
ッ
ク
ス
を
職

場
か
ら
取
り
組
む

拡
大
中

央
委
員
集
会
を

月

日

時

か
ら
エ
ル
大
阪
南
ホ
ー
ル
で
開

催
す
る
、
な
ど
の
取
り
組
み
を

進
め
ま
す
。

ま
た
、「
継
続
協
議
」
と
さ

れ
て
い
る
給
与
制
度
改
悪
、
給

与
・
一
時
金
カ
ッ
ト

年
延
長

の
撤
回
を
め
ざ
し
、

月

日

の
決
起
集
会
開
催
、
当
局
交
渉

の
強
化
な
ど
全
力
で
奮
闘
し
ま

す
。

交
渉
を
進
め
て
き
ま
し

た
。

月

日
の
団
体
交

渉
に
お
い
て
、
総
務
部

長
は
「
知
事
と
も
十
分

相
談
し
た
結
果
」
と
し

て
、

年
末
一
時
金
は
、

府
人
勧
に
も
と
づ
き

給
与
制
度
改
悪
、給
与
一
時
金
の
カ
ッ
ト
は
継
続
協
議

給
与
制
度
改
悪
、給
与
一
時
金
の
カ
ッ
ト
は
継
続
協
議
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府
職
の
友
に
「
児
童
福
祉

の
現
状
」
を

年
半
連
載
し

て
い
ま
す
が
、
そ
の
記
事
を

見
て
最
近
は
、
新
聞
記
者
・

国
会
議
員
・
府
会
議
員
か
ら

取
材
が
続
い
て
い
ま
す
。

最
も
多
い
取
材
テ
ー
マ
は
、

「
児
童
虐
待
対
応
体
制
」
と

「
一
時
保
護
所
受
け
入
れ
体

制
」
で
す
。
連
載
記
事
で
は
、

児
童
虐
待
対
応
体
制
に
つ
い

て
、
通
報
件
数
の
激
増
を
過

去

年
半
の
具
体
的
数
値
を

も
っ
て
明
ら
か
に
し
て
き
ま

し
た
。（
夜
間
・
休
日
の
一

時
保
護
所
へ
の
通
報
件
数
は
、

今
年
度

月
末
ま
で
で
、

件
と
な
っ
て
お
り
、
す

で
に
昨
年
度
の

件
を

越
え
て
い
る
。）

ま
た
、「
一
時
保
護
所
受

け
入
れ
体
制
」
に
つ
い
て
、

当
局
に
対
し
て
入
所
依
頼
を

断
っ
た
人
数
を
毎
月
カ
ウ
ン

ト
す
る
よ
う
に
迫
り
、
今
年

月
か
ら
数
値
が
事
実
と
し

て
明
ら
か
に
な
る
中
で
、

断
っ
た
件
数
の
あ
ま
り
に
多

い
数
値
に
驚
愕
す
る
と
と
も

て
い
ま
す
。

質
問
に
対
し
て
、
理
事
者

側
が
ど
う
い
う
答
弁
を
し
た

の
か
気
に
な
り
ま
す
が
、
纏

め
れ
ば
次
の
内
容
に
な
り
ま

す
。ºk

ºl

・
本
府
と
し
て
は
、
児
童

福
祉
司
の
配
置
基
準
は
、

人
口
に
基
づ
く
基
準
で

な
く
、
都
市
部
等
地
域

の
状
況
に
合
わ
せ
て
、

相
談
件
数
等
を
基
礎
と

す
る
基
準
を
設
定
す
べ

き
と
考
え
て
お
り
、
改

善
に
向
け
た
要
望
を
国

に
行
っ
て
い
る
。

・
ま
た
、
子
ど
も
家
庭
セ

ン
タ
ー
に
お
け
る
虐
待

対
応
の
体
制
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
も
増
員

を
図
っ
て
き
た
が
、
充

分
で
あ
る
と
は
考
え
て

い
な
い
。

・
今
後
は
、
福
祉
職
の
増

員
だ
け
で
な
く
、
行
政

職
の
活
用
も
視
野
に
入

れ
、
専
門
職
と
行
政
職

一
体
で
体
制
の
強
化
を

図
っ
て
い
く
。

・
虐
待
を
受
け
た
子
ど
も

の
安
全
確
保
の
た
め
の

一
時
保
護
は
、
行
政
の

責
務
で
あ
り
、
大
阪
府

に
お
い
て
は
、
児
童
虐

待
の
対
応
件
数
の
増
加

に
よ
り
、
平
成

年

月
に
一
時
保
護
所
の
定

員
を

名
か
ら

名
に

増
員
し
た
。
し
か
し
な

が
ら
、
府
の
一
時
保
護

所
に
入
れ
ず
、
民
間
の

児
童
養
護
施
設
等
に
や

む
な
く
一
時
保
護
委
託

し
て
い
る
場
合
も
あ
る
。

健康福祉支部相談所分会長 神夏磯 保

祉祉福福童童児児

に
大
反
響
を
よ
ぶ
事
態
と

な
っ
て
い
ま
す
。（

月
入

所
依
頼
を
断
っ
た
人
数
も

人
と
依
然
高
い
数
値
と
な
っ

て
い
る
）

か
つ
、
他
府
県
都
市
部
の

一
時
保
護
所
の
現
状
が
ど
う

な
の
か
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、

厳
し
い
財
政
状
況
な
が
ら
も

満
床
状
況
に
対
し
て
増
設
し

て
努
力
し
て
い
る
姿
勢
が
判

明
し
ま
し
た
。
逆
に
、
大
阪

府
が
全
国
最
悪
の
一
時
保
護

所
設
置
状
況
で
あ
る
こ
と
が

鮮
明
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

が
ま
さ
し
く
大
阪
府
の
児
童

福
祉
の
現
状
で
あ
り
、
故
に

取
材
も
多
く
な
っ
た
と
思
わ

れ
ま
す
。

月

日
（
土
）
府
職
労
自

治
研
集
会
分
科
会
「
検
証

大

阪
版
市
場
化
テ
ス
ト
」
が
社
会

福
祉
指
導
セ
ン
タ
ー
に
て
開
催

さ
れ
、
弁
護
士
の
城
塚
健
之
氏

を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
、
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

城
塚
氏
は
、
市
場
化
テ
ス
ト
に

つ
い
て
、
人
権
保
障
の
低
下
、

民
主
的
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
低
下
、

雇
用
の
劣
化
・
労
働
権
の
軽
視

の
問
題
点
を
あ
げ
、
運
動
の
課

題
と
し
て
、
公
務
の
質
・
専
門

性
を
国
民
が
理
解
し
て
い
る
か
、

今
の
ま
ま
の
運
動
の
あ
り
方
で

い
い
の
か
と
問
題
提
起
さ
れ
ま

し
た
。

こ
の
事
態
に
対
し
て
、
行

政
機
関
と
し
て
の
大
阪
府
及

び
行
政
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
役

割
を
担
う
府
議
会
の
動
向
に

注
目
が
集
ま
り
ま
す
。

さ
す
が
、
行
政
を
チ
ェ
ッ

ク
す
る
役
割
を
担
う
府
議
会

だ
と
感
心
す
る
動
き
が
あ
っ

た
の
で
報
告
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

月
府
議
会
で
、
自

民
党
・
公
明
党
・
共
産
党
が

上
記
テ
ー
マ
を
主
に
質
問
し

パ
ネ
ラ
ー
の
山
田
忍
氏
（
通

信
産
業
通
信
労
組
）
は
、「

職
場
に
お
け
る
ワ
ー
キ
ン

グ
プ
ア
の
実
態
と
経
営
戦
略
」

に
つ
い
て
、
飯
田
秀
雄
氏
（
消

費
者
団
体
連
絡
会
）
は
、「
府

民
は
市
場
化
テ
ス
ト
に
よ
っ
て

府
民
負
担
が
減
る
の
な
ら
い
い

と
考
え
る
、
発
生
す
る
懸
念
や

問
題
点
を
具
体
的
に
把
握
し
、

公
務
労
働
の
必
要
性
の
合
意
、

労
働
・
雇
用
政
策
の
問
題
点
の

共
有
が
必
要
」
と
、
橋
口
紀
塩

氏
（
府
職
労
行
財
政
部
長
）
は
、

「
橋
下
知
事
の
も
と
で
進
め
ら

れ
よ
う
と
し
て
い
る
民
間
開
放

に
つ
い
て
の
実
態
」、
木
村
雅

英
氏
（
自
治
労
連
政
策
局
）
は
、

「
市
場
化
テ
ス
ト
・
民
間
委
託

の
流
れ
の
中
で
、
各
地
で
、
保

育
所
や
病
院
、
窓
口
職
場
な
ど

混
在
職
場
で
、
派
遣
労
働
者
を

直
接
雇
用
に
切
り
替
え
さ
せ
た

闘
い
や
、
学
校
給
食
の
民
間
委

託
を
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
た
闘
い
の

経
験
」
を
、
そ
れ
ぞ
れ
報
告
し

ま
し
た
。

フ
ロ
ア
ー
か
ら
は
、
図
書
館

で
の
市
場
化
の
実
態
、
建
設
業

許
可
申
請
業
務
で
実
際
に
委
託

業
務
で
仕
事
を
し
て
い
た
方
か

ら
の
偽
装
請
負
に
な
ら
ざ
る
を

得
な
い
実
態
、
府
税
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
の
問
題
、
産
技
研
の
独

立
行
政
法
人
化
問
題
な
ど
、
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。
職
場
で

し
っ
か
り
闘
う
こ
と
、
府
民
に

し
っ
か
り
知
ら
せ
共
同
す
る
こ

と
な
ど
の
大
切
さ
を
参
加
者
で

共
有
し
た
分
科
会
と
な
り
ま
し

た
。

・
今
後
、
一
時
保
護
の
受

け
入
れ
体
制
や
一
時
保

護
委
託
に
よ
る
民
間
施

設
の
負
担
軽
減
に
つ
い

て
検
討
を
行
う
な
ど
、

一
時
保
護
を
必
要
と
す

る
子
ど
も
の
状
況
を
見

極
め
な
が
ら
、
一
時
保

護
機
能
の
充
実
を
図
っ

て
い
く
。

・
直
ち
に
一
時
保
護
所
を

増
や
す
約
束
は
で
き
な

い
が
、
一
時
保
護
機
能

の
充
実
は
重
要
で
あ
る

と
認
識
し
て
お
り
、

し
っ
か
り
取
り
組
ん
で

い
く
。

橋
下
知
事
は
、「
積
極
的

な
通
報
を
」「
虐
待
の
疑
い

も
含
め
て
積
極
的
な
保
護

を
」
と
言
明
し
て
い
ま
す
。

積
極
的
な
広
報
は
行
政
と
し

て
必
要
な
こ
と
で
す
。
新
聞

記
者
の
「
い
ま
で
も
児
童
相

談
所
は
大
変
な
の
に
、
通
報

が
増
加
す
れ
ば
益
々
大
変
に

な
る
」
と
い
う
問
い
に
「
件

数
が
増
加
す
れ
ば
私
の
責
任
。

私
が
責
任
を
と
る
」
と
も
言

明
し
て
い
ま
す
。

府
議
会
で
自
民
党
議
員
が

「
通
報
が
増
え
た
と
し
て
も
、

そ
れ
に
対
応
す
る
体
制
が

整
っ
て
い
な
い
限
り
、
意
味

が
あ
り
ま
せ
ん
。」
と
理
事

者
に
投
げ
か
け
て
い
ま
す
。

そ
の
通
り
で
す
。
我
々
の

主
張
は
、
広
範
囲
に
理
解
さ

れ
て
い
る
ん
だ
な
と
心
の
中

で
拍
手
を
送
り
ま
し
た
。

橋
下
知
事
に
は
、
場
当
た

り
的
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
行

政
だ
け
で
な
く
発
言
に
責
任

も
っ
た
施
策
を
、
ぜ
ひ
実
行

し
て
も
ら
い
た
い
も
の
で
す
。

職
者
会
の
陶
芸
や
絵
手
紙
の

巻
物
は
み
ご
た
え
の
あ
る
も

の
で
し
た
。
心
が
和
み
ま
し

た
ね
。

来
年
は
ぜ
ひ
あ
な
た
も
舞

台
や
展
示
に
参
加
を
し
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

（
文
責

秋
田
幸
男
）

自自治治研研集集会会分分科科会会自治研集会分科会

府
職
労
の
文
化
祭
が

年

月

日
グ
リ
ー
ン

会
館
で
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

文
化
祭
の
復
活
の
場
所
の

グ
リ
ー
ン
会
館
に
戻
り
、
舞

ラ
ス
と
組
合
員
の
多
彩
な
芸

が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

手
づ
く
り
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

木
工
作
品
が
次
々
と
出
来
上

台
作
り
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で

展
示
コ
ー
ナ
ー
も
見
ご
た
え

が
あ
り
ま
し
た
。

舞
台
で
は
ピ
ア
ノ
演
奏
・

踊
り
・
け
ん
玉
・
劇
・
コ
ー

し
た
。

同
じ
フ
ロ
ア

ー
で
は
手
づ
く

り
コ
ー
ナ
ー
・

が
っ
て
い
き
ま
し
た
。

展
示
コ
ー
ナ
ー
で

は
生
け
花
や
ビ
ー
ズ

作
品
・
き
り
絵
や
退


